VＤＴとＩＴ革命について
技術士・労働安全コンサルタント　矢島　藤一
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動機

　　私は、この課題に対しては専門的な知識はありません。その動機は、労働基準協会で

　行う「ＶＤＴ特別教育」の講師の依頼を受け、過去において無線業務､電力業務に携わ

　った経験から、これを受託することにしました。

　　その担当内容は､健康管理を除く､他の内容です。そこには、現在も携わっている電気

　（照明関係）とＣＲＴを中心としたエレクトロニクスの係わり合いがあります。その意

　味では、私の過去の経験も若干役に立つことになりました。

　　また、情報伝達を担う「電電業務」に携わってきました関係で、いささかＩＴにも　

係わり合いを持つということで、その関連を記述してみたいと思いました。

　しかながら、ＩＴは現在の課題です。これからどのような課題が飛び出すかの予測が難しく思うようなことが記述できませんでした。今後機会を見て修正していきたいと思います｡ご容赦願いたいと思っています。

まえがき

私は、この問題との係わり合いは50数年前になります。というのは、電気工学へのスタートが電子工学であったからです。当初無線工学を習い、最初に無線関係の業務に携わったことです。

その取っ掛かりといいますか、最初にＣＲＴに対面したのが無線の送信所です。今から見ると幼稚なものでしたが、当時は､それが最先端をいく技術でした。それと、テレタイプという印刷電信機でした。この､印刷電信機もＩＴ革命の主流をなすデジタルの発祥です。

50年を過ぎて、このような時代になるとは想像もできない驚異的な発展ではないかと考えます。現在のハード､ソフトを含めた内容は殆ど判りません。

このような変革を遂げた原因は、現在流にいうハード技術の開発だと思います。私たちは、当初真空管を中心にした電子工学を学んだものです。第二次世界大戦の終了で荒廃した中で､真空管工学(浜田)とか電子工学(星合)の本を購入るのにも、一苦労したものです。

当時の真空管を中心とした機器は、寿命が短く､思えば本当に信頼性に欠けるものです。

現在の多機能のコンピュータを作るには、千倍、万倍に及ぶ大きさになるのではないかと思います。

これを変えたのがトランジスタ革命です。現在の技術の基礎を作ったのも半導体技術の発展があったためです。昭和20年台の後半です。

翻って、VDT作業の中心的存在のCRTも、真空管の延長であるブラウン管です。これも、半導体技術の先端てある液晶技術に変わりつつあります。

また、当時の先端をいくアナログ機器では、ノイズという曲者には随分悩まされたものです。これもアナログ技術からデジタル技術へと変遷し、驚異的発展を遂げています。現在使用されています通信方式も、多様技術は全部これに代わっています。

この主体として注目されているのが、IT革命の媒体であるデジタル革命といわれているものです。私も、30年前に電子交換設備と対面して、デジタル統合通信網の到来を夢見たものです。

これらの経験を経て、私の経験領域も無線から電力そして安全志向へと変わっていきました。早いもので、安全に取り組み30年になろうとしています。今までの過程を考えて見ますと、20～30年を区切りに大きく技術が革新しているようです。

しかしながら、安全衛生の過去を振り返ってみますと、技術革新の後を追って、人への影響が追随しているような感じを受けます。技術革新に平行して進められる施策がセィフティ・アセスメントで、後追い技術の施策が、リスク・アセスメントではないかと考えます。

それも、漸くＯＨＳ・ＭＳが導入される段階で動き始めた感じがしてなりません。決してそのようなことではないのでしょうが、整然とした対応が整ったのではないでしょうか。

ここで私が提起したいのは、現在までの技術的発展過程と合わせて、これからの対応をどう進めたらよいかを検討してみたいと思います。幼稚な説明もありますが、過去を振り返りながら未来を見つめる必要から、暫く私のたわ言を聴いていただけたら幸いです。ご容赦願います。

1． VDT・IT革命とは

コンピュータが一般社会へ導入され、あらゆる箇所で使用されるようになって久しくなります。現在,家庭内にも浸透して、情報のやり取りが普遍化されるようになってきました。このように普及してきますと

国民一人一人のコンピュータの弊害も検討しなければならないようになってきまして、このために,Visual(ビジュアル)、Display（ディスプレイ）,Terminals(ターミナル),VDTとInformation(インフォーメーション)、Tecnology(テクノロジー)、ＩＴに係わる諸問題を考慮しなければならないようになってきました。

私もハード面の係わり合いは、前述のように相当以前からありますが、あまねく国民一人一人が係わる、ソフト技術の係わり合いに対しては、どうしたらよいか当惑は隠しえません。

一言でいえることは、このような情報技術の革命に対して、老いを捨てて挑戦しなければ、置いてきぼりをくってしまうという危惧の念です。このために、老いを捨てる意味合いから駄文を綴る動機も出てきたわけです。

このようなIT革命の所産は,一人一人の持っている知識・技能を不特定多数の人に公開出来るということです。まさに地球のあらゆる所と瞬時に交信できることです。ということは、Display面と対面する時間が想像以上に多くなると言うことです。綺麗ごとばっかりいっていられない次のようなことを考えなければなりません。

1 健康面の災いを考える。

健康面については、在来のＶＤＴに係わる問題が広く拡散するということです。

2 情報のやりとりに伴う弊害を考える。

個人情報が必要以上に拡散して,個人(企業)の権利が侵され、侵食されないかということ

です

技術革新は一人歩きしますが、後追い施策は一人歩きができません。共有の資産は一人一人が守っていかないと、とんでもない災いが降りかかってくるかも知れません。先行く不安を助長する考えはありませんが、思いついたことを綴ってみたいと思います。

2． ＶＤＴの歴史的背景

私とVDTとITとの係わり合いは古く、前述しましたように,50年も昔になり、無線送信所に勤務していた頃にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さかのぼり),遡り)ます。当時のCRTは単純な波形観測ゃ状態観測で、現在のような映像を映し出すものではありません。このような監視作業は無線送信所や無線中継所等では,何処てでも行われていました.。

当時は情報の担い手などということは考えてもみません。ましてや、そのことによって眼に障害を与えたり、電子線による障害など考えたこともありません。

ということは、身体に障害を与えるほど、過酷な条件で監視作業をしていなかったということになります。してみると、身体障害が現れるのは、作業の量と質、作業時間に係わり,作業環境に支配されるということになります。

実は、身体障害が現れるのは,通常相当期間そのような作業に携わった後に出てくるのが通例です。そして、影響が観察されるか、出てくる時は身体障害が取り返しが効かなくなるといった時です。取り返しが効かないということは、これ以上過酷なことはありません。

私もこのような作業は3年程度で、他の係わり合いの無い職場へ移動しましたから、その影響はありません。当時の作業量等を現在のベースで考えますと「雲泥の差」ですから、やはり昭和50年過ぎの技術革新以後ではないかと思います。CRTと常時対面するということです。

その背景は、工場生産施設のオートメ化と事務処理にパソコンが使用されるようになったことです。その傾向は、ここ数年驚くほど急ピッチで進行しています。私も昭和60年頃からワープロを使用し、さらにパソコンへと切り替えましたから、そろそろ眼に対する影響が決定的になってくるのではないかと危惧しているものです。

気をつけて、作業時間、休息時間、照明のコントラスト等々に配慮しながらやっていますから、影響は少ないとみています。企業で働く専門職の方からみれば何分の一かも知れません。

3． VDT対応

通常VDT作業といいますのは、まとまりのある作業を集中して行なうOA室等を言いますが、この対応を考慮しなければならないのは、専門職を離れた一般社会にまで及んでいます。それは、パソコンの普及とIT革命ではないかと思います。

(1)
ワークステーション「現在はワークステーションばかりではありません」

ワークステーションとは、VDTを用いて仕事をする場所に必要な作業空間全体を指します。即ち、人、機器を含めたものです。事務所の情報源ということになります。次のような条件を満たすことが必要です。

1 構成される要素を、個別に扱わないで全体として考えます。

2 機器、机、椅子等の配置及び設置は、人間工学的検討を原則とします。即ち、身体

計測､作業条件(作業内容､時間等)、作業環境､作業姿勢、ハードウェア、ソフトウェア

などの要因間の調和

3 事務所用の間接要因(什器等)も考慮します。

具体的な要因を上げますと次のとおりです。

(2)　 レイアウト等の設計条件

表示面､キーボード、机(台)､椅子、書見台、足台等の寸法や配置の固定化、作業員の姿勢

上の緩和、自由調節等の任意設定も必要です。いわゆる、作業者の操作性を改善して、その負荷を小さくすることが必要です。その主な点は次のとおりです。

1 キーボード、表示面、見る書類の高さ等は別々に調節できるようにします。

2 キーボードとCRT等、見る書類の高さ、配置の調節ができるようにする。

3 キーボードは移動できるようにしておきます。

4 手、腕等の自由性を保持します。

5 CRT等との視距離(40～70cm)、見る書類との距離も調節できるようにします。ほぼ

同一になるようにします。

6 表示面の高さ、角度、方向を調節できるようにする。

7 周囲の移動空間を取るようにします。

8 視距離内に光の進入が無いようにします。

9 作業スペースを十分に取ります。

10 照明のコントラストを調節できるようにします。(後述します)

以上のような配慮が必要です。要は、作業姿勢を整え、長時間作業しても疲労感の出ないことが必要です。ここで疲労感の主なものは、眼精疲労、身体EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こう),膠)着等です。(詳細は中災防による指導書を参照)

(3)
人間工学的な配慮

人間工学とは、エルゴノミクス（ergonomics）またはヒューマン・ファクターズ・エンジニァリング（human　factors　engineering）と呼んでいます。

人間、機械系、環境系の中で、人間特性を考慮して、快適さ、安全性、人間疲労の軽減、そこの経済性などがを追求して、満足し得られる条件を作り出すことです。

このためには、医学(生理学と基礎)、心理学、人類学、理工学、経営学、哲学までの広い領域に及ぶ学問です。中々この広範囲の学問を修めることは難しいことです。

一般的には、次のような応用を行います。

1 人体測定と生体について

人体の測定と運動のやり方、これらから得られたものを整理し、応用します。

2 生理学について

人体機能の研究したものを応用します。

3 心理学について

心理的反応条件、人間の法則支配を打破、応用したりします。

このように、各面からの検討として①人体計測、②姿勢、③動作などを勘案して、ふさわしい作業域および空間を形成します。

(4) 視機能

　人間の眼は、視環境により明るさの感じ方が異なると言われます。図1における比視感度曲線をご覧下さい。
　縦軸に相対感度を、横軸に波長を示します。

波長はnmで示され、ｎ＝EQ \* jc4 \* "Font:Century" \* hps9 \o\ar(\s\up 8(―9),10)　ｍはメートルです。400nm付近は紫、500nm付近は青・緑、550nm付近は黄、650nmを超えるものを赤色となります。

また、最大視感度は明所視感度で555nm付近、暗所視感度で505nm付近といわれます。

このように、眼には固有の視感度特性があり、感度そのものには個人差があります。このために、不特定多数の人が使用するVDTにおいては、操作性と使い易さが重要な要素になります。

操作性には、個人には個人差があり、機器類等はなるべく単純なものが求められます。この辺のところが人間工学として求められるところです。使い易さとしては、健康障害を誘発しないような対応が求められます。

その内容がマン・マシン・インターフェイスと言われる人間工学的な所産が求められる所以です。

その内容についても触れてみたいと思います。


　　　　　　　　

比比視感度曲線

マン・マシン・インターフェイスの基本的な機能は次のとおりです。

1 入力機能

2 情報処理・判断

3 情報蓄積

4 出力機能

制御機能との関係は次のとおりです。作業している人を中心に考えます。

1 手動制御系におけるインターフェイス

2 半自動制御系におけるインターフェイス

3 自制御系におけるインターフェイス

対象とするものは次のようなものです。

1 照明を中心としたコントラストと照度(ルクス)

2 キーボートと操作性、作業速度との関係

3 デスプレイと周辺機器との調和、その他

4． 表示面におけるコントラスト

文字の表示等の読み易さ、身体疲労等を考えコントラストという表現が用いられます。読み易さの表現は、デスプレイの見易さにあります。

①
表示面の大きさと表示容量

②　画面の安定性、色彩の調和

4 表示面のコントラスト

コントラストとは、文字輝度Ｌіと背景輝度Ｌһの比で表します。

コントラスト＝背景輝度Ｌһ／文字輝度Ｌі

ただし、管面照度300Lx(ルクス)の外光入射状態での測定であること。

コントラストの影響因子として上げられるものは次のとおりです。

1 輝度調節、周囲の照明状況と画面の反射

2 反射コーティングやエッチングを表面ガラスに施す

3 表示面にフィルターを置く

コントラスト比は、3：1～15：1を許容範囲として5：1～10：1

範囲で使用するのがよいとされています。

背景輝度(Ｃｄ／EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ar(\s\up 8(2),ｍ))　照度(Ｌｘ)

図2　照度と読み易さ(照明学会)

コントラストを左右するその他の要素として次のようなものが上げられます。

1 表示文字の形、大きさ

2 ＣＲＴおよび液晶画面

3 蛍光体(カラーか白黒か)

4 リフレッシュ率(ちらつき状態)

5 ジッター(画像のぶれ)

それでは、どの位の照度が適切かということになります。

通常､私たちが使用している照明の明るさから見ると、個人差がありますが３００Ｌｘ程度です。したがって、300Lx～500Lxではないかと考えられます。

5． 周辺の器具・機器

「作業のし易さ」を考えるときに、その要素として考えられるものには次のようなものがあります。

1 キーボードの高さ　　キーボードには、製造元毎に各種のものが販売されていますが、操作性の良い位置に配置して使用します。

2 椅子の高さ　　OA化に伴い各種のものが販売されていますが、座面の高さは35～45cm以上で調節可能なものが良いとされています。

3 机(台)　　机または作業台は調節可能なものが良いとされますが、固定式のもの65～70cm､調節可能なもの60～75cmとされています。

4 原稿の位置(書見台)　　原稿等を読み取るとき､書見台をしようして、作業者の拘束姿勢を防ぐための、高さゃ角度が調節できるものが良いとされています。

5 画面と人の位置　　画面と人との位置関係ですが、余り接近しますと眼の疲れが生じたり、電子線の影響を考えなければなりませんから、40cm以上離れた方が良いとされています。
6． 作業環境管理

作業環境管理としては、照明､温度､湿度、振動、騒音、空気環境、作業空間等がありますが､身体障害を起こさないような条件を整えることが大事です。いわゆる快適作業環境です。その内容を示したのが表1です。

	照　　明
	室内照明､個々の照明スタンド、窓からの照明等からコントラスト、その他を考える

	騒　　音
	事務機器当からの騒音､話声、遮音､吸音､防音、外部からの騒音等を遮断

	空気調節
	温度､湿度の快適条件､換気方法､室内空気清浄

	振　　動
	振動の無い条件

	インテリア
	カーペット、カーテン、ブラインド、色彩状態


表1　快適さを求める環境要因
(1)
照明と採光条件

①
人の視覚システムと照明　　画面との視距離､コントラスト(輝度比率)、視覚作業の全体が人の生理機能に与える影響を少なくする方法を考えます。　　

②　
明るさ　　照度については必ずしも明るさが増せば良いと言うものではありません。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まぶし),眩し)過ぎて「ちらちら」するとか、誤りが多くならないようにしなければなりません。

③
輝度バランス　　輝度が高すぎると、過剰反応によってグレアが発生したりします。ために、白チョークで80％、飽和した色合いで光源や壁と天井､VDTとの視野、そしてコントラストの調和が大事です。このための、一番暗い所から明るい所、との相対的な照明のコントラスト比が1：3の比率が良いとされています。
④
機器等の表面反射率　　物の反射率は、黒い物で3％、20％以下とされています。

⑤　妨害光線　　入ってこない採光条件が求められます。

周辺の対象物とのコントラスト比も示されています。

(2)　 照度と見易さ 

事務作業における机の上の照度は200～500ルクスあれば十分です。表示面を見ている人の視野に輝度の高い物がないようにしたり、入光が反射して表示面に映らないようにします。

①　事務所の照度

特殊事務室(Ａ)
　　　　　
750～1500ルクス

　原稿の文字が小さい場合､見るものの輝度対比が低い場合､高齢者用、コンピュータ中心の作業

一般事務室(Ｂ)
　　　　　300～750ルクス

一般的な作業の場合､結果が重大な影響を及ぼさない場合(若年者用等)

　太陽光は、窓から入る弱いものでも1000ルクス以上あり、直射日光では、10000ルク

以上にもなります。

文字輝度は光の照度を300ルクスとし、管面の拡散反射率を20％とした時に文字輝度

40cd／EQ \* jc4 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ar(\s\up 8(2),ｍ)以上に調節可能のこと。となっています。見易さの､配慮すべきコントラストとして表2があります。

	画面上の背景と文字とのコントラスト

　　　Ⅰ：3～1：15に調節てきること。

　　　1：5～1：10は理想的。

実際にＶＤＴ作業をする時には、こんなに細かい調節をする必要はなく、作業によって作業者の自主性に任せるのが、一番良く、平均して1：5にしている。


表2　CRT等の製造時の配慮するコントラスト

(3)
グレア

不快感を生ずる視機能には次の2点があります。

①
過度な輝度

②　過度な輝度対比

また、グレアとまぶしさ、グレアと疲労度を考え対応する必要があります。光の直射を避けたり､照明器具の改善､カーテン・ルーバ等を使用したりします。

1 グレア規制用の照明器具

2 表示面の反射防止対策

などがあります。

(4)　 各種の環境各種の環境

①　温度環境　　夏季の温度は､室内外の温度差を5～7℃以下にすれば冷房病は無いと

　いわれ、冬季は無いといわれます。

事務所における温度条件は表3があります。
	　季節　　　座業の軽作業　　　冷暖房を伴う場合

　夏
25～28℃
～27℃(冷房)　(注)
　冬
20～22℃
18～20℃(暖房)


　　　　　　(注)　作業能率を考慮した場合は、26～27℃を目標にしている事務所が多い。

20～25℃の例としはコンピュータ室、病院外来、リハビリ室などが主。

表3　事務所における至適温度条件

この内容には、個人差が伴います。

不快指数＝(乾球温度＋湿球温度)×0.72＋40.6

	　指数
	人の感覚

	86

80

75

70

68
	　我慢できない不快さ
全ての人が不快に感ずる
半数以上の人が不快に感ずる
不快感を感じ始める

快適


　表4　快適指数

②周囲環境　　騒音対策としは、65dB以下が望ましい。換気としては、室内の

　　　　　　　　　ゆとりと換気装置が望まれる。状況により判断します。

　　　　　電磁波等の影響は画面からの距離が保たれれば影響はないものと考えられます。

7． 作業管理

VDT作業に係わる作業環境は、「ＶＤＴ指針」(1985．12労働省)に示されていますが、その内容を集約して説明します。

VDT作業を行なう場合の基本的な事柄は次のとおりです。

1 専任者ではなく､なるべく多くの人が操作できるようにします。

2 VDT作業を行なっている人でも､他の作業に組み込むようにします。

3 VDT作業が特定の人に偏らないようにします。

4 VDT作業をしている者が、ストレスを感じないようにします。

5 作業能力が低下､疲労を感じないように、1時間に10～15分の作業休止時間をもうけます。連続作業の時にはⅠ～2分の小休止をとります。

作業場所の近くに休養施設(軽い運動を含む)を設定します。装置が望まれる。状況により判断します。

(1)　人間工学的要因の配慮

　①　視覚的要因の配慮　　前述の各種要因により改善します。

②　姿勢要因の改善　　個人的な特殊性を考えます。

3 環境要因の改善　　前述の各種要因により改善します。

個人的な要因の配慮　　個人的な特殊性を考えます。装置が望まれる。状況により判断します。

(2) 作業時間

作業時間が長くなりますと次のような心身疲労が現れます。

1 眼の疲れが出ます。

2 筋肉疲労等が出ます。

3 精神的疲労が出ます。
このような疲労の前兆に対しては､前述したものを含めて次のようなことを進めます。

　①　作業継続時間の設定　　一日の作業時間は4時間以内にします｡(個人差を考慮

　　します)

②　作業の休止時間､小休止時間の設定　　個人差等を加味して決めます。

③　中高年齢者の特性を配慮　　中高年齢者には各種のハンデキャップがあります。

相応した配慮が必要です。

視力､筋肉の衰え､学習能力の低下､作業スピードの低下等各種の要因を考慮して進めます。

(3)　 実務的な作業管理

作業時間・休息時間等についても、画一的に決めるのではなく、専任者・非専任者別､異な

る作業別、中高年齢者別等に区分けして決めるのが良いと考えられます｡その他次のような方法をとります。

1 休息内容に応じた配慮

2 ストレス解消法

3 職場体操の奨励

4 トレーニングのあり方の検討

5 各種訓練の方法

6 心の疲れ解消法

7 周辺機器､レイアウト等の改善

⑧　周囲環境　　騒音対策としは、65dB以下が望ましい。換気としては、室内の
　　　ゆとりと換気装置が望まれる。状況により判断します。

維持管理として、日常点検、定期点検､整理・整頓・清掃等の実務管理があります。

8． ＩＴの推移と健康管理
　ＩＴとＶＤＴは全く同じ内容のものですが、ITの推移とVDTによる人体の障害が、どのように進展するかは判りません。技術的な内容は多岐にわたり、予測することは難しい課題ですが、ITそのものの指向を考えながら私なりの考え方を披露してみたいと思います。

(1)　ＩＴの推移と人の疲労問題

　ITの主体は情報の授受にあります。そして、あまねく普及して、誰彼問わず画面と対面または見つめる作業に携わるということです。

　取り扱う「電磁波」は微弱なため、そのものが人への障害をもたらすことは考えにくく、直接的な問題は、電磁波を無線にて送出する際の「医療機器、その他」の電子機器への影響です。

　電磁波が医療機器等に誤動作の起因となる原因は、電子機器に使用される素子(トランジスタ、ダイオード)の整流性にありますから、電子機器を遮蔽できるものは解決できます。

誤動作の起因となるようなことを排除できれば解決できるわけです。

　この辺のところは別途解決していただくことにして、ここでは、人への疲労がどのように発展していくかということではないかと考えられます。

　人への疲労として上げられているものは次のようなことです。

1 肉体的疲労

2 精神的疲労

3 眼の疲労

　疲労の発生する原因としては、作業に伴う画面目視と手の関連、周囲の物理的環境、作業に伴う心理的負担が主たるものですが、個人的なものとして、健康状態・年齢的要素が上げられます。次のようなものです。

　①　労働に伴うもの

　　　作業密度(作業強度)、勤務形態(夜勤、昼勤､交代制)、及び作業時間

　②　人の内的環境

　　　意欲の低下､興味の喪失､危機感、拘束感、不安そして責任過大、不満、自己暗示

③　周囲環境

コントラスト不良､低照度､高温・低温・多湿度､騒音過多､振動多し､空気環境不良

4 人に係わる問題

健康の個人差､年齢差､職場の人間関係
　このように、疲労は多岐にわたる要素が絡み合い発生するものです。そして、疲労感が表面に出てくるのは､疲労が蓄積された段階であって、それ以前に対応を考えなければならないものです。

(2)　精神的な疲労

　ＩＴの普及は、ハード面とソフト面に携わる両面から考えなければなりません。というのは、私の経験したことですが、次のようなことがあります。

　①　ある印刷工場関係者の安全教育の講師をしたときの話です。
　　　私は、一般の安全教育の話しをして、時間が余って別の話題に移った時の質問です。

　　質問　　「印刷関係でも、写真、各種のカード等新しいマイクロエレクトロニクスの

　　　　　技術が取り入れられていますが、これらの開発に従事するものとして、頭の中

　　　　　にこびりついて一時も離れません。何とか、この苦痛から解放されたい。夜も

　　　　　ろくろく眠れない。神経衰弱になってしまう。というものです。」

　　答え　　「工場の関係者(指導者)に、精神衛生面の新しい施策を考えてもらうとか、

　　　　　リラックスの方法をとってもらうようお願いします。」

　こんなことで逃げてしまいました。私に衛生面の知識が欠けていたためです。これに類する精神的な悩みを抱いている人は大勢いるものと考えられます。その範囲は、ハード面・ソフト面に関係する不特定多数と思われます。

(3)　眼の疲労

　眼は長時間使うと疲労することは当たり前のことですが、人の身体と言うものは､全てのことに言える「しきい値」があります。一定限度を超えて酷使すると、その

反動が表面化します。次のようなことです。

1 眼の酷使、機能異常を来たすような作業は対応を考える。

2 周囲環境として外的要因に対して十分な配慮が望ましい。

3 身体の内的環境(疲労､疾病､神経系の失調等)に配慮します。

4 人に係わる「心的」変調を考慮します。眼の心身症ともいえるものです。

	1. 眼が疲れる。

2. 見るのがいやになる。まぶたが重くなる｡眠くなる。

3. 物がぼんやり見える｡ベールを通して見る感じ。二重に見える。

4. 鼻根部､前頭部、後頭部、頚部、眼球、眼の奥などに圧迫感。

5. 同上の部位などに疼痛。

6. 充血、熱感、眩しい、涙が出る、乾燥感、などです。


表5　　眼の疲労の症状

　これらの防止対策については、6・7において述べたとおりです。眼の疲労、眼精

疲労、その他については別の文献等を参照してください。

(4)　筋疲労と頸肩腕症候群

　筋疲労に対しては私の経験からすると大きな支障にはならないと考えられます。

毎日体操をするとか、いろいろの対処方法があります。

　頸肩腕症候群葉、頸､肩、腕、手首、手指の局所的なだるさや痛みが生じ、これが慢性的になると頸肩腕症候群に発展します。

	　疲労感　
肩がこる｡腕・手指が痛い｡冷える。動きが悪い。

　慢性症状　
肩､腕､手指に慢性の痛み、しびれ感､倦怠感、肩こり、


上肢の知覚鈍化、知覚過敏、手指の冷感が著しくなる

　精神神経系の疲労
全身的疲労に発展


表6　頸肩腕症候群の症状

9．ＩＴ革命の所産

　ＩＴ革命は情報の所産を、私たちの所産として有効に利用することにあります。

情報の所産というのは、個人または機関(企業・団体等)で所有する情報を公開することから始まります。

　これらの情報には、有料であるか、無料であるかは、問いません。社会の求めに応じて提供されるものです。

　ＶＤＴはＩＴの負の所産と考えられますが、正の所産として利用しようとするものです。

　「安全衛生面」の課題としては、災害発生の偏りをＩＴによって改善しようとする構想です。ご承知のように、災害発生の多くは人側にあるということです。そして、人側の起因は「心理・体調等」に左右され、最も難しい対応を求められるものの一つです。

　「人≫物」の対応は、20％対80％ともいわれ、物に対応するものとしては、フェールセイフ、プールフルーフ、各種の安全装置等の改善により災害発生の防止に寄与されています。

　しかしながら、人の対応は難しく、具体的には「人の持つ素成、心理的反応、人間の法則支配、病状としての心身状態等」により、日々変調の激しいものです。ということは、一律的に統制しきれないものがあります。

(1)　人の行動管理をコンピュータに委ねる

　ＩＴ革命により、情報のやり取りが広範囲に行われ、災害防止団体等から企業の情報網を含め自由になってきました。「安全衛生面」の所産は、公開して所産を有効に利用する方法を考える必要があるものとして思料されます。

　私案として、つぎのようなことを提案いたします。

　①　災害防止団体等は積極的に資料を公開する。

　②　企業、団体等では、公開可能なものを公開します。

(2)　人の行動指針を与える

　人は元来、行動指針に「カオス性」を持っています｡カオス性というのは、時々刻々行動の偏りを示すというものです。ということは、統制力の無いところほどその傾向が現れ易いということがあります。

　このような、統制力の取れ難い「一人親方、小規模事業場」においては、コンピュータを利用した安全衛生管理の手法が取れないかという構想です。次のようなことです。

　①　最も危険性が伴う作業を選定します。

　　例　危険物を取り扱う操作手順、高圧電気の操作手順、高所作業の手順、危険

　　　　性を伴う作業の手順

②　これらの作業には、それなりの手順が示されていますが、人の心身状態まで

　　　含めた手法がありません。人の心身状態の把握はコンピュータが行うという

　　　ものです。

　③　作業する前の心身状態をコンピュータに①、②、
⑤等に区分され

　　　たものをインプットします。

5 作業の適否をコンピュータで示します。個人的なプライバシーを損なわ

　　　ないようにします。

6 当日の作業は、どうして進めるかを示します｡手順の重要事項の再確認、

　　保護具、防護具、防具等の使用の義務付けを行います。

　コンピュータによる選択方法は、インプットの内容により評価点により判定するものです。手法はいろいろ考えられます。

　本来はこのようなソフトを開発して、個々の事業場で実施する方法がベターですが、どのようにするかは今後の課題です。

あとがき

　ＶＤＴとＩＴ革命ということで、ＶＤＴの課題を中心にして述べてみましたが、

ＩＴ革命といわれる所産はどの方向へ進展していくかわかりません｡少なくても、この作業に係わる人口は想像以上に増加していきます。

　その結果は、及びもつかない人の健康に係わる問題です。一億総近視にならないような施策を取らなければなりません。眼に関する課題が最も重視しなければならない問題ですが、人の精神的な影響も無視できない課題です。

　過去におけるＶＤＴの教育的課題を中心に記述しました。次の書籍等を参考として述べてみましたが、至らない点が多々見受けられます。ご批判をいただいて逐次訂正していきたいと思います。

　　　　「参考書籍等」

ＶＤＴ作業の労働衛生実務
労働省衛生課編

ＶＤＴ作業のための労働衛生上の指針(指導者用)
労働省

(昭和60年12月20日基発第705号)
ＶＤＴの「特別教育」教科書

中央労働災害防止協会

　　　　　　　　　　　　　　　筆者紹介
　　　　　　　　　　　　　　　　出身地　高崎市
　　　　　　　　　　　　　　　　略歴

昭和50年まで､日本電信電話公社（現NTT）において無線･電力装置の設計、

建設､保全の業務､並びに管理業務に従事する。

昭和51年より､（社）東京電気管理技術者協会会員（支部技術安全委員長）

として8年、新入会員講習会講師として(約20年間)活躍。電気保安功労賞(平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成元年、通商産業大臣表彰)、他多数

（社）日本労働安全衛生コンサルタント会会員(各種委員、安全衛生コンサル

タント編集委員10年、総務委員、埼玉支部副支部長)として活躍。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この間、電気安全・労働安全・労働基準協会連合会等－各企業等の安全教
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育・安全管理者・安全衛生推進者の教育。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国家試験資格取得

　技術士｢科学技術庁長官登録｣・労働安全コンサルタント｢労働大臣登録｣　　　　　　

第2種電気主任技術者・第1級無線技術士資格取得

8/28/2000
　　　　　技術士・労働安全コンサルタント　　矢島　藤一
331－0042　さいたま市奈良町79－129　TEL.FAX (048)651－0385
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